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次号予告　　64 巻　12 号 ヘッドライン　：　いまどきの大学化学教育

　昨今のグローバル化にともない，日常会話のみならず専門分野における英語力の
育成が望まれている。本ヘッドラインでは，高校での科学英語の学習や科学英語論
文の探し方や読み方，生徒の英語での研究発表の指導の実践，大学での化学英語の
授業の展開などについて取り上げ，その指導法やノウハウなどを紹介する。

ヘッドラインテーマ：グローバル化に対応した科学英語

　筑波大学は，旧東京教育大学を継承しながら新しい分野を加え，1973 年に総合
大学として創設されました。理工学群化学類は，旧東京教育大学理学部化学科を前
身としており，化学物質や化学現象の分子・原子・電子レベルでの理解，新しい機
能を持つ新物質の創製，化学現象の普遍法則追求などを目的に，教育と研究を行っ
ています。写真は，理工学の幅広い学問分野が融合したキャンパスを実現するため
に建てられた総合研究棟Bです。

表紙の言葉　筑波大学総合研究棟B


